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る認知症高齢者 5 名で，睡眠導入薬，睡眠薬を服用していた者は 4 名であった．初期評価
として，夜間の睡眠・覚醒パターンの測定，周辺症状，日常生活活動の評価を実施した．
夜間の睡眠・覚醒パターンは睡眠計 HSL-110（オムロン社）を用い，平日 5 日間の睡眠・
覚醒パターンを測定した．認知症に伴う周辺症状は DBD，日常生活活動は FIM を用いて
評価した．高照度光療法の介入期間は 4 週間とし，光療法器具ブライトライト ME+（ソー





【結果】睡眠時間は介入前 507±174 分，介入後 523±61 分で有意差がなかった．一方，
中途覚醒時間は介入前 139±95 分，介入後 83±60 分で有意差があった（p＜0.05）．しか















発表計画：第 23 回日本慢性期医療学会で発表予定  
